














































令和５年度「児童生徒の問題行動・不登校調査」の結果について 
（文部科学省１０月３１日結果公表） 

 

【調査結果のポイント】 
・令和５年度の不登校の小中学生は、前年度比１５．９％増の３４６、４８２人 
・不登校児童生徒数は、過去最多 
・１１年連続増加 
・コロナ禍の令和２年から増加が顕著で、３年間で１５万人以上増加している。 
・在籍児童生徒のしめる割合は、３．７％ 
 
 
【小中別】 

 小 中 
不登校児童生徒数 
（増加した人数） 

１３０，３７０人 
（２５，２５８） 

２１６，１１２人 
（２２，１７０） 

昨年度との比較 ２４％増加 １１．４％増加 

1000 人あたりの割合 ２１．４人 ６７．１人 

 
 
【要因など】 
 「学校生活に対してやる気が出ない等の相談があった」    ３２．２％ 
 「不安・抑うつの相談があった」              ２３．１％ 
 「生活リズムの不調に関する相談があった」         ２３．０％ 
 「学業の不振や頻繁な宿題の未提出が見られた」       １５．２％ 
 
 
 






























